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５　レタス灰色かび病のトンネル資材による発病抑制

ねらいと成果

レタス灰色かび病は、１～２月の厳寒期どりのト
ンネル栽培を中心に発生し、レタスの主要病害とな
っている。トンネル被覆は12月上旬に行われるため
それ以降の薬剤防除は、トンネル開閉に多大な労力
を要することもあり、ほとんど行われていない。ま
た、耕種的防除としてトンネルのすそ換気が指導さ
れているが、夜間及び強風時は閉める必要があるた
め普及していないのが現状である。
そこで、灰色かび病に対する近紫外線除去フィル

ムの防除効果と生育に与える影響を検討したとこ
ろ、収量・品質に影響を与えることもなく高い防除
効果が得られた。

内　容

品種「シスコＦ」を用い、2003年11月10日に２条
植，株間27㎝で定植し、12月16日にトンネル被覆を
行い、換気は行わなかった。供試資材は、Ｓ社製近
紫外線除去フィルム（波長390nm以下除去、以下Ｕ
Ｖ区）、対照としてＭ社製慣行農ビフィルム（以下
慣行区）及びＭ社製有孔ポリフィルム（以下有孔区）
を使用した。
慣行区の発病株率は19.4％と多発条件下の試験で

あったにもかかわらず、ＵＶ区は5.7％と発病を1/3
以下に抑制し、灰色かび病対策に使用されていた有
孔区の11.2％に比べても1/2程度に抑制した（表１）。
収量・品質では、地上部重、結球重ともにＵＶ区は
慣行区とほぼ同等の収量であったのに対して有孔区
は収量が10％前後劣った。調査は、収穫可能物のみ
によるため病害の発生による減収は含まれておら
ず、灰色かび病による減収を考慮に入れるとＵＶ区
の収量は、慣行区よりも優っていると考えられる
（表２）。
トンネル内温度は、有孔区は他区に比べ最高気温

は５℃以上低かったが、最低気温は大きく変わらな
かった。平均気温は慣行区に比べＵＶ区は0.5℃、
有孔区は1.8℃低くこの差が生育の遅れになったも
のと思われる（表３）。

普及上の注意事項

（１）トンネル換気を行わない蒸し込み型の作型で
マルチを行うこと。

（２）トンネル被覆直前の薬剤防除と組み合わせる
とより効果が高くなる。
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表１　レタス灰色かび病の防除効果

注）発病度=｛（４A+３B+２C+D）／（４×調査株数）｝*100
A：株が萎凋

いちょう

又は枯死　　 B：結球葉にまで発病
C：大部分の外葉に発病 D：外葉の一部のみに発病

表３　資材によるトンネル内気温の差

注）単位は℃、測定期間は１月28日～２月９日

表２　トンネル資材の違いとレタスの収量・品質

注）調査は１区20株調査、３反復


